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されたものがあるため (BandedMatrix Approach to Finite Element Modelling for Soft 
Tissue Simulation， Virtual Reality Research Development and Application， Vol.4， 
pp.203-212(1999))、他の手技の開発を優先させた。今後は不足している手技を補い、 一連
のシミュレーションを様々な症例のシナリオに従って連続的に行えるよう統合する必要が
ある。それぞれの部分的なシミュレーションでも、教育的な効果があることは検証できて
おり、その意味でも実用性を有していると考える。更に、今後の統合的なシミュレーショ
ンやロボッ ト手術との連携を考える上で、重要な基盤が確立できたといえる。
10 
